
は　じ　め　に

日本海西部海域で1990年代初頭に資源の極小期の
あったズワイガニはその後増加傾向に転じ，最近で
は分布域の拡大も報告されている．本県においては，
主に隠岐地区のかご漁業者によりズワイガニの漁獲
がおこなわれているが，その漁場，特に隠岐諸島周
辺の漁場は特定の海域に集中している．そこで，隠
岐諸島周辺海域の有効利用を計るため，隠岐諸島周
辺海域における本種の分布状況をかにかごにより調
査した．本報告は，この調査で得られたズワイガニ
の測定結果をとりまとめたものである．

調　査　方　法

調査海域を図 1に示した．調査は島根県水産試験
場調査船「島根丸」によって行った．試験操業は
2003年 7 月 1 日～ 3日（第 1次）と 7月 7日～10日
（第 2 次）の 2 航海実施した．調査海区はズワイガ
ニを対象としたかご漁業により現在利用されてる隠
岐諸島西海域（Stn.A）と，未利用海域のうち隠岐
諸島北西海域の 2 点（Stn.B，Stn.C）および北～北
北東海域の 2点（Stn.D，Stn.E）である．
使用した漁具は 1連（2,000m）で，37個のかごを

間隔50mで配置した．各かごに冷凍さばを 2尾ずつ
入れて餌とした．かごの浸漬時間は約15時間とした．
漁獲されたズワイガニはかご毎に雌雄別に甲幅を測
定した．

結　　　　　果

各航海における操業日，位置，水深，かご毎の雌
雄別の甲幅測定結果を付表 1 ～ 5 に示した．また，
漁獲された個体の甲幅組成を図 2に示した．
隠岐諸島北西海域：Stn.Bではオスガニの漁獲個体
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図 1 調査海域と調査地点



数はかにかごの漁場であるStn.Aと比較して大差は
なかったが，Stn.Cでは40％弱であった．また，オ
スガニの甲幅はやや大きく，メスガニの漁獲個体数
はきわめて少なかった．
隠岐諸島北～北北東海域：オスガニの漁獲個体数は
Stn.Aに比べ 1 ～ 2 割程度であった．一方，メスガ
ニの漁獲個体数はStn.DではStn.Aの 2 割程度で甲幅
には大きな差異はなかった．Stn.Eでのメスガニは 3
個体が漁獲されたのみであった．
調査回数は少ないものの，Stn.B周辺海域は新た
な漁場として利用できる可能性が示唆された．

お　わ　り　に

試験操業調査にご協力いただいた島根丸乗組員の
皆様に深謝する．また，測定にご尽力いただいた海
洋資源科および漁場開発科の職員一同に感謝する．
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図 2 漁獲された個体の甲幅組成
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